
消 防 組 の発 足 から公 設 消 防

明治２７年（１８９４年）２月、勅令及び省令によって消防組規則が制定されて以来、各町村は道庁長官の認可により、

公設消防組設置が義務づけられていた。当時は戸長制度下で、役場の人員や収入が少なく、防災・消防などの行政組織にま

で手が回らず、火災の続発や延焼を嘆いた。

明治４４年（１９１１年）５月、登別温泉青年会が運動会の余興に、登別駅から木製ポンプを借りて放水訓練を披露し

た。これが組織化の動機となり、青年会の中に消防部が置かれた。しかし、消防器具もなく、服装もまちまちであり、存在

も知られなかったので、寄付金を集め大正２年（１９１３年）に腕用ポンプを１台２６０円（２３０万円）で買い入れ、正

式に発足し、他の地域に大きな刺激を与えた。そうしているなかにも、山火事が続き大正６年（１９１７年）には、来馬山

ほか数ヵ所が烈風にあおられ焼失し、青年団をはじめ住民が出動したものの、１００ヘクタールを焼失した。これを経験し

た人々が、各地区ごとの消防組織を一本化した責任体制にしようという声が挙がったのは当然であった。

すなわち、大正２年の登別温泉・登別を始めとして、幌別・鷲別・幌別鉱山と相次いで地域ごとに青年会や私設消防組織

が結成され、それらを村一本の協力体制下にしようと、大正７年（１９１８年）４月、統合して幌別村消防組を開設した。

２３０人の組員と腕用ポンプ６台、ガソリンポンプ１台を配置しての公設消防の発足である。

（市史ふるさと登別より）

消防組発足当時 旧温泉小学校（旧国立病院）



年 代 あ ゆ み 出 来 事

１９１３

(大正 ２年)

１９１４

(大正 ３年)

１９１６

(大正 ５年)

１９１８

(大正 ７年)

１９１９

(大正 ８年)

１９２０

(大正 ９年)

１９２３

(大正１２年)

１９２４

(大正１３年)

１９２５

(大正１４年)

１９２６

(大正１５年)

１９２７

(昭和 ２年)

１９２８

(昭和 ３年)

登別温泉、登別に青年会消防部を発足

登別温泉地区において市原式腕用ポンプ１台購入

登別地区において市原式腕用ポンプ１台購入

幌別、鷲別地区に私設消防組を設立

鉱山地区に私設消防組を結成

鉱山において市原式腕用ポンプ２台購入

登別温泉、登別、幌別、鷲別、鉱山の各消防組を統合し幌別村消防組を設立

鷲別地区において市原式腕用ポンプ１台購入

登別駅前通りで火災、３６戸焼失

登別温泉地区において手挽ガソリンポンプ１台、市原式腕用ポンプ１台購入

幌別沖に陽天丸（7,100ｔ）座礁沈没、乗組員の救助に当たる

登別地区においてガソリンポンプ１台購入

登別温泉消防組、北海道庁長官より「金馬簾」授与される

富浦地区において腕用ポンプ１台購入

幌別消防組、北海道庁長官より「金馬簾」授与される

クッタラ湖付近で山火事 保安林 30 ㌶焼失

鷲別地区において腕用ポンプ１台購入

幌別地区において室蘭消防より中島式手挽ガソリンポンプ１台を譲り受ける

幌別村消防組、訓練技能優秀につき北海道庁長官より「金馬簾」を授与される

・第一次世界大戦勃発

・登別温泉に電灯がつく

・登別－登別温泉間に蒸気機関

車の軽便鉄道開通

・第一次世界大戦終わる

・幌別村に２級町村制施行され

る

・幌別村第１回村議会議員選挙

・大正９年国勢調査

人 口 ７，００１人

世帯数 １，４４７

・関東地方に大地震（Ｍ7．9）

火災・津波発生死者９万余

人・行方不明４万人・全壊焼

失４６万余戸

・幌別鉱山で坑内火災

・大正１４年国勢調査

人 口 ６，９５１人

世帯数 １，３１５

・十勝岳大噴火

（死者・行方不明１４４人）

・「昭和」と改元



年 代 あ ゆ み 出 来 事

１９３０

(昭和 ５年)

１９３１

(昭和 ６年)

１９３４

(昭和 ９年)

１９３５

(昭和１０年)

１９３６

(昭和１１年)

１９３９

(昭和１４年)

１９４０

(昭和１５年)

１９４２

(昭和１７年)

１９４４

(昭和１９年)

１９４５

(昭和２０年)

鷲別駅前で火災、３９棟５５戸焼失

登別温泉地区においてＴ型フォード消防ポンプ自動車 1台購入

大豪雨によりクスリサンベツ川氾濫

橋梁５ヶ所、倒壊浸水 13 棟

幌別村消防組、防ぎょ活動優秀につき北海道庁長官より、再度「金馬簾」を授与される

警防団令により消防組を改組し幌別村警防団となる

幌別、登別、登別温泉、鷲別、鉱山の 5分団制とし団員 370 人

鷲別郵便局裏で火災、４４戸焼失

鷲別郵便局裏で大火災、全焼１１０戸

来馬に日本製鉄（株）の社宅１，４００余戸を建設され消防施設として防火水槽２１基、

消火栓２５基、トヨタ消防ポンプ自動車１台、手挽ガソリンポンプ１台を配置し社員９人

を充て私設消防を組織

室蘭市輪西地区に艦砲射撃による集中攻撃があり負傷者救助のため連日出動

・昭和５年国勢調査

人 口 ７，０９０人

世帯数 １，３５６

・登別温泉観光協会発足

・函館大火発生

罹災戸数 ２万４千戸

死者・行方不明 ２千７百人

・室戸台風襲来（全壊流失４万

戸、死者行方不明３千人）

・昭和１０年国勢調査

人 口 ７，３９２人

世帯数 １，３７７

・第２次世界大戦始まる

・昭和１５年国勢調査

人 口 １０，４５８人

世帯数 １，９０３

・幌別森林組合設立

・壮瞥村９万坪一帯の麦畑で噴

煙をあげて大爆発（昭和新

山）

・役場庁舎新設移転

・第２次世界大戦終結

(１９２４年式Ｔ型フォード消防ポンプ自動車)



年 代 あ ゆ み 出 来 事

１９４７

(昭和２２年)

１９４９

(昭和２４年)

１９５０

(昭和２５年)

１９５１

(昭和２６年)

１９５２

(昭和２７年)

１９５３

(昭和２８年)

消防団令により警防団を廃止し幌別村消防団発足、消防団条例制定

来馬地区に来馬分団を新設。幌別、登別、登別温泉、鷲別、鉱山の 6分団制で団員 347 人

（消防ポンプ自動車 2台、ガソリンポンプ 4台、腕用ポンプ７台）

来馬分団に日本製鉄（株）においてトヨタ消防ポンプ自動車（平和ロータリー）１台を配

置

登別温泉地区においてダッチ消防ポンプ自動車を購入

幌別村消防本部を役場庁舎内に設置

幌別村消防本部条例、幌別村消防団条例、幌別村消防団規則及び消防法第３章に基づく危

険物取締条例を制定、本部職員 6人、団員 347 人とする

登別温泉中学校に少年消防クラブを結成

町制施行により幌別町消防本部となる

鷲別劇場及び公衆浴場が全焼

第３回北海道消防大会を登別温泉で開催

水槽付消防ポンプ自動車を幌別分団に配置

幌別町消防表彰規則を制定

消防団第１回消防演習を来馬地区で実施

・自治体消防発足

・公職選挙法施行により初代公

選村長誕生

・登別漁港着工

・昭和２５年国勢調査

人 口 ２０，１２１人

世帯数 ４，０３０

・町制施行される

・人 口 ２１，０４３人

・十勝沖地震発生

死者３０人家屋被害４万戸

・保安隊開隊式挙行

(昭和２８年 消防出初式旧役場前)



年 代 あ ゆ み 出 来 事

１９５４

(昭和２９年)

１９５５

(昭和３０年）

１９５６

(昭和３１年)

１９５７

(昭和３２年)

１９５８

(昭和３３年)

１９５９

(昭和３４年)

１９６０

(昭和３５年)

鉱山従業員転出に伴い鉱山分団を廃止

幌別町消防団条例、同規則全文改正、団員定数２３０人とする

富浦地区に富浦分団を新設

甲種制服による被服整備完了

幌別小学校全焼（3，804 ㎡）

幌別町消防団、日本消防協会より「竿頭綬」を受賞

幌別町消防表彰規則を廃止、幌別町消防表彰条例、同規則を制定

議会議決にて幌別町消防本部、同条例を廃止

幌別町消防団条例を全文改正

富士製鉄（株）よりトヨタ消防ポンプ自動車１台の寄贈を受け、幌別分団に配置

登別温泉中学校少年消防クラブ、消防庁長官より「竿頭綬」を受賞

消防団長、堅田 久次郎氏「黄綬褒章」を授与される

登別温泉消防庁舎新築

来馬、富士鉄寮で火災、２棟３１戸焼失

幌別小学校前で火災、１２棟１９戸焼失

幌別分団第２車庫が住民の寄附金により建設

消防団長、堅田 久次郎氏第１回「町功労者表彰」を受賞

機関員３人を新規採用、登別、登別温泉、鷲別に各１人配置

登別温泉分団長、秋吉 勇雄氏「黄綬褒章」を授与される

北海道消防協会胆振地方支部総合訓練大会を町営グラウンドで開催

登別温泉分団長、秋吉 勇雄氏第２回「町功労者表彰」を受賞

鷲別消防後援会より、木造平屋建（57 ㎡）の寄贈を受ける

登別温泉が建築基準法第 22 条による区域の指定を受ける

字来馬 28 番地、富士鉄寮が火災 1棟 12 戸焼失

消防後援会より次の建物の寄贈を受ける

幌別分団庁舎 （木造平屋建 97㎡）

登別分団庁舎 （木造二階建 138 ㎡）

富浦分団庁舎 （木造平屋建 24㎡）

・台風１５号で洞爺丸沈没

（死者千人以上）

・天皇・皇后陛下行幸啓

（登別グランドホテルご宿

泊）

・昭和３０年国勢調査

人 口 ２４，７８７人

世帯数 ４，８７０

・登別温泉 100 年祭挙行

・国道 36 号線舗装着手

・皇太子殿下御來泉

・台風１７号発生

（幌別市街地が被害続出）

・町営国民宿舎オロフレ荘開館

・伊勢湾台風高波襲来

（死者５，０４１人）

・幌別町商工会発足

・昭和３５年国勢調査

人 口 ２９，１００人

世帯数 ６，２２８



年 代 あ ゆ み 出 来 事

１９６０

(昭和３５年)

１９６１

(昭和３６年)

１９６２

(昭和３７年)

１９６３

(昭和３８年)

１９６４

(昭和３９年)

室蘭信用金庫より水槽付消防ポンプ自動車１台の寄贈幌別分団に配置

消防団条例一部改正、特殊勤務団員 4人を新規採用し登別分団 1人、登別温泉分団 2人、

鷲別分団 1人を配置

消防団条例及び同規則を一部改正し常勤団員制度を設ける

非常勤団員１９１人、常勤団員９人とし、常勤団員を各分団に配置する

幌別、千歳、来馬、川上、登別が建築基準法第２２条による区域の指定を受ける

幌別本町で火災、６棟１２戸焼失

集中豪雨による大水害発生（死者４人、行方不明７人、全壊２０戸、家

屋流失２７戸、半壊１７戸、床上浸水 1，009 戸）

登別温泉で火災、7棟 8 戸焼失（1，280 ㎡焼失）

消防発足５０周年記念式典を挙行

来馬分団登別町長より「竿頭綬」を受賞

消防機構体制強化のため登別町消防本部を設置

登別町消防本部条例制定、登別町火災予防条例、同規則制定

消防本部庁舎・中央公民館合同庁舎新築

日本赤十字社より救急自動車が配車され救急業務を開始

登別温泉第一滝本館で火災（4，223 ㎡焼失、14 人負傷）

上登別国有林で火災（524 ㌶焼失）

北海道曹達幌別工場で塩素ガス流出、中毒患者の救助に当たる

北海道防災総合訓練演習を幌別河口で実施

・町名を登別町に変更

・役場庁舎落成

・開基９０周年挙行

・天皇・皇后陛下行幸啓

（登別グランドホテルにご宿

泊）

・町営国際観光会館落成

・町立登別高等学校開校

・カルルススキー場完成

・第１回登別温泉地獄祭開催

車 庫 前

景

消防庁舎落成記念



年 代 あ ゆ み 出 来 事

１９６５

(昭和４０年)

１９６６

(昭和４１年)

１９６７

(昭和４２年)

１９６８

(昭和４３年)

１９６９

(昭和４４年)

政令指定により登別町消防本部及び消防署の設置等に関する条例制定

登別町消防署を設置、分遣所３（登別温泉、登別、鷲別）、派出所２（幌別、来馬）消防

本部組織を２係制（総務・消防）とし、職員４人を配置、消防署員２５人、団員定数を

１９１人とする

室蘭市と消防相互応援協定を締結

超短波無線電話装置を新設

富浦婦人消防クラブが発足

第１８回北海道消防大会を幌別で開催する

室蘭日石埠頭でタンカー爆発炎上、連日応援に当たる

登別消防庁舎新築、

消防団条例一部改正団員数 192 人

消防本部に予防係を新設、総務、消防、予防の３係制とする

名誉消防団長、堅田 久次郎氏「勲五等双光旭日章」を授与される

消防団長、秋吉 勇雄氏「勲六等単光旭日章」を授与される

鷲別消防庁舎新築

名誉消防団長、堅田 久次郎氏「町消防功労章」を受賞

北海道消防協会胆振地方支部消防訓練大会開催

十勝沖地震、Ｍ７．８室蘭地方震度４、（軽傷者２人、半壊３戸、一部損壊３０戸）

機構改革により登別温泉、鷲別の両分遣所を

それぞれ出張所に昇格

登別温泉消防庁舎新築

（鉄筋コンクリート３階建 700.25 ㎡）

５０㎜ホースを採用

白老町と消防相互応援協定を締結

登別町消防団、北海道知事より「竿頭綬」を受賞

・衛生センター落成

・幌別、鷲別が電話自動化

・昭和４０年国勢調査

人 口 ３９，１０１人

世帯数 ９，４８４

・紅葉大橋着工

・給食センター開設

・幌別ダム完成

・開基１００周年記念式典挙行

・陸上競技場３種公認

・十勝沖地震

室蘭港タンカー火災



年 代 あ ゆ み 出 来 事

１９７０

(昭和４５年)

１９７１

(昭和４６年)

１９７２

(昭和４７年)

１９７３

(昭和４８年)

１９７４

(昭和４９年)

１９７５

(昭和５０年)

１９７６

(昭和５１年)

市制施行により登別市消防本部となる

登別温泉出張所職員待機宿舎新築

富浦婦人消防クラブ「消防庁長官表彰」を受賞

救急業務政令指定都市となる

日本損害保険協会より消防ポンプ自動車（Ａ１級）の寄贈を受ける

幌別町７７番地で火災、一家５人焼死

幌別分団庁舎を新築（木造モルタル一部ブロック平屋建 132 ㎡）

用途地域の指定（道告示）により商業、工業、準工業、住居の４地域に指定

富士製鉄（株）より来馬分団庁舎（木造平屋建 149 ㎡）の寄贈を受ける

化学消防ポンプ自動車購入

本署に配置

富浦分団庁舎新築（木造モルタル２階建 56.70 ㎡）

富士製鉄（株）より消火栓２６基、防火水槽２基の寄贈を受ける

富浦婦人消防クラブ「北海道消防協会長表彰」を受賞

登別市消防団、日本消防協会より「表彰旗」を受賞

消防団長、秋吉 勇雄氏殉職

無線周波数の狭帯域化に伴い無線機を更新

機構改革により登別分遣所が出張所に昇格

胆振地方消防総合訓練大会において登別温泉分団が第１種第１位に入賞

機構改革により消防本部に管理係を新設、４係制とする

消防関係諸規程を整備

消防本部次長、大西 直市氏「市功労者表彰」を受賞

消防署上鷲別派出所を開設

胆振地方消防総合訓練大会において登別温泉分団が第１種第１位に入賞

消防団が北海道消防操法訓練大会に出場

消防団長、寺田 虎蔵氏「紺綬褒章」を授与される

消防長、後藤 四郎氏「市功労者表彰」を受賞

・市制施行により登別市役所

となる

・字を廃止、町とする

・昭和４５年国勢調査

人 口 ４６，５２６人

世帯数 １２，０２９

・室蘭・登別急病センター

開設

・陸上競技場２種公認

・労働福祉センター落成

・町名地番改正

・昭和５０年国勢調査

人 口 ５０，８８５人

世帯数 １４，８５１



年 代 あ ゆ み 出 来 事

１９７７

(昭和５２年)

１９７８

(昭和５３年)

１９７９

(昭和５４年)

１９８０

(昭和５５年)

１９８１

(昭和５６年)

胆振地方消防総合訓練大会を開催、登別市総合優勝

有珠山噴火、市内一帯に多量の降灰があり除去のため連日出動

消防本部の管理係を廃止し、消防署に救急隊を新設

指揮車を救急車に改造、登別温泉出張所へ配置

来馬派出所を富士派出所に、上鷲別派出所を美園派出所に改称

中登別町、鉱山町に消防器具置場を新設（木造平屋建 29,41 ㎡）

元登別温泉副分団長、高橋 謙一氏「市功労者表彰」受賞

機構改革により消防本部を２課４係とし、消防署に支署を設け３支署、１出張所、３派

出所とする

日本損害保険協会より救急自動車１台の寄贈を受け本署に配置する

名誉消防団長、堅田 久次郎氏「叙位従六位」を授与される（逝去）

カルルス町ホテル岩井従業員宿舎全焼（3,127 ㎡焼失）

広報車（堅田号）購入、団本部に配置

富士派出所庁舎を新築(木造モルタル平屋建 149,85 ㎡）

消防団条例一部改正、団員定数を１９１人とする

元消防団長、寺田 虎蔵氏「市功労者表彰」を受賞

消防１００年記念大会が東京で開催

豪雨により大被害を受ける（重傷１人、軽傷５人、全壊１４戸、半壊１１戸、一部損壊

１６戸、床上浸水５８３戸）

日本赤字社道支部から救急自動車の長期貸付を受ける。

登別温泉支署に配置する。

来馬分団を富士分団、３派出所を分遣所に改称

胆振地方消防総合訓練大会

富士分団が第３種小型ポンプ操法で優勝

豪雨により大被害を受ける（一部損壊 7戸、床上浸水 43 戸）

登別市消防団が北海道消防操法訓練大会に出場

元消防団長、寺田 虎蔵氏「勲五等瑞宝章」を授与される

元消防長、片岡 義市氏「市功労者表彰」を受賞

・有珠山噴火

・職業訓練センター完成

・婦人センター落成

・清掃工場落成

・市制施行１０周年記念式典

挙行

・昭和５５年国勢調査

人 口 ５６，５０３人

世帯数 １７，８６６

・郷土資料館落成

・老人福祉センター落成

・助役２人制となる

・登別消防後援会連合会発足



年 代 あ ゆ み 出 来 事

１９８２

(昭和５７年

１９８３

(昭和５８年)

１９８４

(昭和５９年)

１９８５

(昭和６０年)

消防団創設７０周年記念式典を挙行

７０周年記念パレードの様子

登別温泉分団長、大寺 常隆氏「勲六等瑞宝章」を授与され「功労者表彰」を受賞（逝

去）

消防副団長、千葉 助雄氏「市功労者表彰」を受賞

浦河沖地震、Ｍ7．3、室蘭地方震度３、（軽傷１人、一部損壊３戸）

豪雨により大被害を受ける（降り始めてからの降雨量、５０８ミリ、1時間当たり最大

降雨量１２６㎜、軽傷１人、全壊４戸、半壊１４戸、一部損壊１２戸、床上浸水５４０

戸）

登別大谷高等学校屋内体育館全焼（1，328 ㎡焼失）

富浦婦人消防クラブに日本消防協会より軽可搬ポンプの寄贈を受ける

消防署組織改革により中央支署を廃止、消防署に副署長を配置、庶務係、警防係の２係

制とし登別出張所、幌別・富士分遣所を所管する。

鷲別支署庁舎新築（鉄筋コンクリート造、２階建 659．46 ㎡）

元消防副団長、千葉 助雄氏「勲六等単光旭日章」を授与される

消防団長、鹿野 善雄氏「市功労者表彰」を受賞

第１３回全国消防救助技術大会出場（名古屋市）基本泳法

火災救急指令システム、地図検索機導入

幌別分遣所庁舎を新築

(木造サイディング平屋建 178.20 ㎡)

胆振地方消防総合訓練大会開催

（幌別小学校）

北海道防災総合訓練開催

（幌別川、ダム下河川敷）

・浦河沖地震

・日本電子工学院北海

道専門学校開校

・昭和６０年国勢調査

人 口 ５８，３７０人

世帯数 １９，２６８

・道央自動車道登別東ＩＣ～

白老ＩＣ間開通



年 代 あ ゆ み 出 来 事

１９８５

(昭和６０年

１９８６

(昭和６１年)

１９８７

(昭和６２年)

１９８８

(昭和６３年)

１９８９

(平成 元年)

１９９０

(平成 ２年)

１９９１

(平成 ３年)

副団長、堀合 喜蔵氏「市功労者表彰」を受賞

日本道路公団と救急業務に関する協定書を締結

元消防副団長、堀合 喜蔵氏「勲六等単光旭日章」を授与される（逝去）

元消防長、富山 永治氏「市功労者表彰」を受賞

消防団規則一部改正、副団長２名制になる

高速自動車国道開通に伴う救急隊増設

日本消防協会より携帯無線機１０台、拡声器２台の寄贈を受ける

非常通報システム運用（登別温泉の旅館、ホテル）

美園町、産研きのこ園で火災（1，073 ㎡焼失）

胆振地方消防総合訓練大会

富士分団が第３種小型ポンプ操法で第２位に入賞

救急医療情報システム運用

富浦分団に小型動力ポンプ付積載車を購入し配置

救助工作車を購入、本署に配置

本署配置の化学消防ポンプ自動車を更新

機構改革により消防署に機械係、保安係を新設し４係とする

登別市危険物安全協会発足

元消防団長、鹿野 善雄氏「勲五等瑞宝章」を授与される

札内町３８０、登別養鶏ファームで火災（1，512 ㎡焼失）

胆振地方消防訓練大会出場

北海道広域消防相互応援協定締結

組織強化により登別出張所に係長職２名体制とする

北海道広域消防相互応援協定に基づく申合わせ事項の締結（室蘭市、白老町、西胆振）

小型動力ポンプ付積載車を購入、登別温泉分団カルルス器具置場を併せて新築（プレハブ

造平屋建 15.37 ㎡）し配置

・道央自動車道登別東ＩＣ～

登別室蘭ＩＣ間開通

・新登別大橋開通

・はまなす国体バトミントン

競技開催

・平成２年国勢調査

人口 ５５，５７１人

世帯数 １９，５３９

・登別マリンパーク「ニク

ス」オープン

・公共下水道一部供用開始

・道央自動車道登別室蘭ＩＣ

～室蘭ＩＣ開通



年 代 あ ゆ み 出 来 事

１９９２

(平成 ４年)

1９９３

(平成 ５年)

１９９４

(平成 ６年)

１９９５

(平成 ７年)

富浦婦人消防クラブに消防協会より制服２０着の寄贈を受ける

胆振地方消防訓練大会出場

消防団創設８０周年記念式典を挙行

釧路沖地震、Ｍ7．8、室蘭地方震度４

本署配置の救急車を火災調査車に改造、準高規格救急車を購入する

鷲別支署に救急自動車を配置

北海道南西沖地震、Ｍ7．8、室蘭地方震度４

日本損害保険協会より水槽付消防ポンプ自動車寄贈、鷲別支署に配置

鷲別支署配置の広報車を更新

札内町３８０、登別養鶏ファームで火災（1，462 ㎡焼失）

消防団条例を一部改正（報酬・費用弁償）

胆振地方消防訓練大会において富士分団が小型ポンプ操法で第２位入賞

元消防団長、小林 富男氏「勲六等単光旭日章」を授与され「市功労者表彰」を受賞（逝

去）

消防団長、阿久津 一郎氏「市功労者表彰」を受賞

北海道東方沖地震、Ｍ8．1、室蘭地方震度３

三陸はるか沖地震、Ｍ7.2、室蘭地方震度３

岩手県沖地震、Ｍ6.9、室蘭地方震度２

阪神・淡路大震災（兵庫県南部地震）、Ｍ7.3

神戸市、震度７（戦後最大の大惨事）

死 者 ６，４３３人 行方不明 ３人

負傷者 ４３，７９２人 全 壊 １０４，９０６棟

半 壊 １４４，２７４棟 一部損壊 ２６３，７０２棟

（平成１４年１２月２６日現在）

登別温泉支署配置の消防ポンプ自動車を更新

宮城県白石市と「災害時の相互応援協定」を締結

組織改革により消防署に２課４係とする

（庶務課-庶務係、機械係・警防課-警防係、保安係）

登別市防災総合水防訓練に参加（千歳町北海道曹達株式会社敷地内）

元鷲別分団長、中村 正信氏「勲六等瑞宝章」を授与される

登別温泉支署配置の救急車を準高規格救急車に更新

・登別伊達時代村オープン

・登別中国庭園「天華園」オ

ープン

・釧路沖地震

・北海道南西沖地震

・自治体消防 45 周年記念

・総合福祉センター「しん

た２１」落成

・川上公園野球場完成

・登別中央ショッピングセン

ター「アーニス」オープン

・地下鉄サリン事件（死傷者

５，５１２人）

・新市制実現都市（新潟県豊

栄市・東京都福生市・三重

県久居市・滋賀県守山市・

山口県新南陽市）と「災害

時における相互応援協定」

を締結

・地震観測点を鉱山町に設置

・平成７年国勢調査

人口 ５６，８９２人

世帯数 ２１，２５９



年 代 あ ゆ み 出 来 事

1９９６

(平成 ８年)

１９９７

(平成 ９年)

１９９８

(平成１０年)

駒ヶ岳噴火災害派遣隊を編成出動要請に備える

登別出張所を支署に昇格、庶務係、警防係を新設し２係とする

初の救急救命士誕生

北海道消防防災ヘリコプター応援協定を締結

室蘭・登別・伊達の「三市防災協定」を締結

白老町と「災害時における相互応援協定」を締結

当直司令制度試行開始

消防職員委員会発足

本署配置の救急自動車を救急救命士対応の高規格救急自動車に改造

救急救命士による特定行為の運用開始

元鷲別分団長、中村 正信氏「市功労者表彰」を受賞

機構改革により消防署に救急救助係を新設２課５係とする

指揮車を更新。

大容量防火井戸を設置（鷲別町）

苫小牧沖油流出事故対策本部を設置

消防用ホース差込式に移行

登別市総合防災訓練に参加

（富岸小学校グラウンド）

緊急消防援助隊北海道東北ブロック合同訓練に参加（札幌市）

女性団員入団１０人

高齢者緊急通報システム更新

梯子付消防ポンプ自動車（３８ｍ級）購入

室蘭市・登別市が室蘭ハイヤー協同組合と「災害情報の

通報に関する協定」を締結

登別市が社団法人室蘭市医師会と「災害時の医療救護に関する協定書」を締結

登別市が社団法人室蘭トラック協会と「災害時における応急対策用貨物自動車の供給に関

する協定」を締結

登別市が登別郵便局と「災害時における相互協力に関する協定を締結」

大容量防火井戸を設置（富岸町）

元消防長（事務取扱）菊池 衛氏「市功労者表彰」を受賞

携帯電話１１９番分散受信方式開始

消防団機関員制度導入

水槽付消防ポンプ自動車（5.5ｔ）購入

・駒ヶ岳 54 年ぶりに噴火

・古平町豊浜トンネル崩落事

故

・O－１５７全国的に猛威

を振るう

・北大付属登別分院閉院

・日鋼記念病院災害拠点病院

に指定

・福井県沖でロシアタンカー

「ナホトカ号」重油流 出

事故

・国道 229 号線第２白糸

トンネル岩盤崩落事故

・道央自動車道虻田ＩＣ～長

万部ＩＣ間開通

・冬季オリンピック長野県で

開催

・トルコ・台湾地震

・日本初の脳死移植

・釧路支庁中南部地震

（Ｍ６．４）

水槽付消防ポンプ車（５．５ｔ）



年 代 あ ゆ み 出 来 事

１９９９

(平成１１年)

２０００

(平成１２年)

２００１

(平成１３年)

２００２

(平成１４年)

鷲別支署の救急車を高規格救急自動車に更新

大容量防火井戸設置（中央町）

医師の指示による特定行為２４時間体制開始（日鋼記念病院ＩＣＵ）

第２８回全国消防救助技術大会出場（横浜市）ロープブリッジ救出

登別市が室蘭歯科医師会と「災害時の歯科医療救護活動に関する協定書」を締結

登別市が市内３郵便局と「道路情報提供に関する協定書」締結

鷲別支署に救急救命士を配置する

本署の高規格救急自動車を更新

水難救助隊発足

大容量防火井戸設置（登別本町）

有珠山噴火により応援隊派遣（北海道広域消防相互応援協定）

第２９回全国消防救助技術大会出場（熊本市）ロープブリッジ救出、ロープブリッジ渡過

組織改革により主幹、主査制導入（消防署）

消防庁長官から有珠山噴火災害応援派遣隊に「褒状」を授与される

消防団長、濱田 昭三氏 副団長、木村 幸一氏

登別分団長、和田 正二郎氏 富士分団長、八重樫 昭二氏

「市功労者表彰」を受賞

元消防署長、小西 直輔氏より５００万円の寄附を受ける

元消防署長、小西 直輔氏「紺綬褒章」を授与される

登別温泉支署に救急救命士を配置

登別温泉支署配置の救急自動車に高度救急資機材積載、高規格救急自動車として運用開始

全国消防長会北海道支部予防委員会（登別温泉）

「有珠山噴火災害応援活動に対する功労表彰」受賞（北海道）

通信指令施設を更新

大容量防火井戸設置（片倉町）

北海道総務部総合防災対策室防災消防課防災航空室に１名派遣

広報車（消防団本部）更新

消防ポンプ自動車（富士分遣所）更新

副団長、伊藤 勲氏「市功労者表彰」を受賞

消防団員指導員研修へ団員１名派遣

・国旗国歌法成立

・東海村核燃料加工会社

で日本初の臨界事故

・有珠山噴火

・登別市市制３０周年

・平成１２年国勢調査

人口 ５４，７６１人

世帯数 ２１，６４１

・

・大阪教育大学附属池田小で

児童殺害事件

・新宿歌舞伎町雑居ビル火災

・米同時多発テロ発生

・皇太子妃雅子様、女児ご出

産

・住民基本台帳ネットワーク

稼働

・首相初訪朝拉致５人帰国

・国立登別病院閉院

・中国広東省広州市と「友

好交流促進都市」の盟約

を結ぶ



年 代 あ ゆ み 出 来 事

２００３

(平成１５年)

２００４

(平成１６年)

２００５

(平成１７年)

２００６

(平成１８年)

２００７

(平成１９年)

２００８

(平成２０年)

元消防団長、濱田 昭三氏「勲五等瑞宝章」を授与される

自治体消防５５周年記念 平成１５年北海道消防協会胆振地方消防訓練大会を開催（登別

マリンパーク）

鷲別分団がポンプ車操法で準優勝

北海道消防操法訓練大会出場（小型動力ポンプ操法）

登別市総合防災訓練大会に参加（千歳町曹達グラウンド）

出光興産(株)北海道製油所火災（ナフサタンク）のため北海道広域消防相互応援協定に基

づき化学隊１隊派遣（延１９名）

登別温泉支署配置の消防ポンプ自動車更新

元副団長 故 木村 幸一氏「瑞宝単光章」を授与される

副団長、泉 一夫氏「市功労者表彰」を受賞

防火水槽設置（１００ｔ）上登別町

緊急消防援助隊へ登録（消火部隊１隊）

登別資源リサイクル協同組合からＡＥＤの寄贈を受ける

（ＡＥＤ １台、トレーニングユニット １台）

登別市総合防災訓練（千歳町曹達グラウンド）

平成１７年度 登別市行政機構改革に伴い、グループ制導入

登別支署配置の水槽付消防ポンプ自動車を更新

第３５回全国消防救助技術大会出場（札幌市）ほふく救出

副団長、深坂 敦氏「市功労者表彰」を受賞

第３６回全国消防救助技術大会出場（東京都）ロープブリッジ渡過

登別市大雨災害実動訓練（来馬川河川敷）

元消防団長、和田 正二郎氏「瑞宝単光章」を授与される

第３７回全国消防救助技術大会出場（福岡県北九州市） ほふく救出

第３４回主要国首脳会議（北海道洞爺湖サミット）

登別グランドホテルがアメリカ政府代表団の宿泊施設となり、消防・救急特別警戒（札幌

市消防局、旭川市消防本部、岩見沢地区消防本部、桧山広域消防本部）に当たる

・新型肺炎（ＳＡＲＳ）が

世界的流行、死者７００

人以上

・イラク復興支援特措法が

成立、自衛隊派遣へ

・十勝沖地震（Ｍ８．０）

・新潟中越地震（Ｍ６．８）

・スマトラ島沖地震・イン

ド洋大津波（Ｍ９．０）

・地獄谷が北海道遺産に選出

・愛知万博開幕

・平成１７年国勢調査

人口 ５３，１３５人

世帯数 ２１，５１１

・佐呂間町で竜巻発生死者

9名、負傷者 31名

・能登半島沖地震発生（Ｍ

６．９）死者 1名、負傷

者 170 名

・郵政民営化スタート

・ミャンマー大型サイクロ

ン直撃（死者、行方不明

者１３万８千以上）

・中国四川省地震（Ｍ８．

０）死者約８万８千人）



年 代 あ ゆ み 出 来 事

２００９

(平成２１年)

２０１０

(平成２２年)

２０１１

(平成２３年)

登別市大雨災害実動訓練（美園公園）

第１回 消防・救急フェスティバル開催（ポスフール登別店）

鷲別支署の高規格救急自動車を更新

消防団富浦分団及び登別温泉分団カルルス班車庫新築

神奈川県海老名市から消防車両を寄贈される

第２回 消防・救急フェスティバル開催（ポスフール登別店）

消防団規則一部改正、女性分団発足

女性分団員 応急手当指導員取得

元消防長、内山 研二氏 第１５回危険事務従事者叙勲「瑞宝双光章」を授与される

元消防団副団長、伊藤 勲氏「瑞宝単光章」を授与される

登別市消防本部・登別市消防団に消防庁長官から「竿頭綬」を授与される

緊急消防援助隊北海道東北ブロック合同訓練に参加（福島県郡山市）

東北地方太平洋沖地震（東日本大震災）

モーメントマグニチュード９．０、震度７宮城県栗原市

死者 １８，４９３人 行方不明者 ２，６８３人

負傷者 ６，２１７人

全 壊 １２８，８０１棟 半 壊 ２６９，６７５棟

一部損壊 ７５６，８１４棟 床上浸水 ３，３５２棟

床下浸水 １７，４５４棟

（平成２５年３月１１日現在 消防庁災害対策本部）

東北地方太平洋沖地震発生に伴う緊急消防援助隊（第３次隊救助隊５名・第７次隊救急隊

５名・第１０次隊救急隊５名・第１３次隊救助隊５名）を宮城県石巻市へ派遣

山岳救助隊発足

第３回 消防・救急フェスティバル開催（イオン登別店）

天皇陛下行幸に伴う特別警戒体制（登別グランドホテルご宿泊）

登別市総合防災訓練：地震・大津波による災害想定（千歳町曹達グラウンド）

中国・九州北部に集中豪

雨、死者 31 人

・韓国釜山射撃場火災、死者

１５名（日本人１０人含む）

・チリ落盤事故で３３人全員

無事救出

・平成２２年国勢調査

人 口 ５１，５２６人

世帯数 ２１，７１７

屋外会場 屋内会場（女性団員による救急講習風景）

海老名市から寄贈された消防車両



年 代 あ ゆ み 出 来 事

２０１２

(平成２４年)

２０１３

(平成２５年)

２０１４

(平成２６年)

津波や水害に備え消防団員に救命胴衣を配備（６５着）

第４１回全国消防救助技術大会出場（東京都）ロープブリッジ救出、ロープブリッジ渡過

第４回 消防・救急フェスティバル開催（イオン登別店）雨天のため屋内会場のみ開催

胆振地方支部消防団員現地教育訓練開催（登別グランドホテル）

全国消防長会北海道支部署長研修会開催（登別グランドホテル）

元消防団副団長、泉 一夫氏「瑞宝単光章」を授与される

暴風雪により送電用鉄塔が倒壊し、最長４日間にわたり市内で停電が発生

有限会社明豊建設から救命ボート１艘の寄贈を受ける

ＩＦＣＡＡ２０１２札幌「国際救助隊合同訓練」参加（救急隊）

本署配置の救助工作車更新

緊急消防援助隊北海道東北ブロック合同訓練に参加

（苫小牧市）

登別消防マスコット「ばん平くん」誕生

命名者 菅原 光子氏

登別温泉分団副団長、高橋 清一氏

「市功労者表彰」を受賞

登別市防災総合訓練（富岸小学校グラウンド）

第５回 消防・救急フェスティバル開催

（イオン登別店）

第２１回全国女性消防操法大会出場（横浜）

※ 優良賞（団体）・優秀選手賞 （１番員）受賞

登別消防創設１００周年記念式典及び祝賀会（ホテル平安）１８０名参加

室蘭海上保安部と「登別市の各漁港及び沿岸部における水難事故等に係る相互協力に関す

る覚書」を締結

平成２６年度 北海道高速自動車国道事故等対策訓練（登別伊達時代村駐車場）

登別分団長 高橋 茂樹氏「市功労者表彰」を受賞

第６回 消防・救急フェスティバル開催（イオン登別店）

・世界一高い自立式電波塔

「東京スカイツリー」が開

業。

高さ 634ｍ

・政府が沖縄県尖閣諸島国有

化

・JX 室蘭の石油精製を 2014

年で停止発表

・道東・道北地方暴風雪（ホ

ワイトアウト等）により 9

名死亡

・第 37 回世界遺産委員会は

「富士山」について、世界

文化遺産に登録

・京都府福知山市の花火大会

会場にてガソリン携行缶取

扱い不備により、死者 3

名・負傷者 56 名の火災事故

発生

・豪雨により広島県広島市で

土砂災害が発生、死者 74

人・重軽傷者 44 人

・長野県と岐阜県にまたがる

御嶽山が噴火し、死者 57

人・行方不明者 6人



年 代 あ ゆ み 出 来 事

２０１５

(平成２７年)

２０１６

(平成２８年)

２０１７

(平成２９年)

２０１８

(平成３０年)

消防団条例一部改正（報酬・費用弁償）

登別温泉支署の高規格救急自動車更新

指揮調査車更新

高機能消防指令センター運用開始

元消防団長 成田 幸久氏「瑞宝双光章」を授与され

る

登別温泉分団長 相澤 定彦氏「市功労者表彰」を受

賞

水難救助用ボート購入

団長 川西 悟氏「消防庁長官表彰」を授与される

消防署配置の化学車更新

多機能型小型動力ポンプ積載車を鷲別分団に配置

組織機構改革により分遣所機能廃止

幌別分遣所を幌別分団・女性分団施設、富士分遣所を富士分団施設に変更

美園分遣所を廃止

元消防長 石谷 弘二氏 危険業務従事者叙勲「瑞宝双光章」を授与される

乾 時雄氏から登別市消防団に軽自動車が寄贈

消防署登別温泉支署・鷲別支署配置の

水槽付消防ポンプ自動車更新

圧縮空気発泡装置（ＣＡＦＳ）積載

消防庁長官から「表彰旗」を授与される

消防署配備の多目的支援車更新

北朝鮮が中距離弾道ミサイル発射 北海道上空通過（国民保護計画に基づき警備体制）

緊急消防援助隊北海道東北ブロック合同訓練（山形県米沢市）に救助隊参加

登別市消防団 元団長 深坂 敦氏「瑞宝双光章」を授与される

美園町 北海道名販登別加工工場・倉庫火災（焼失面積 1,295,97 ㎡全焼）

消防署配置の高規格救急車更新

北海道内初となる「登別市生きることを支え合う自殺対策条例」制定

平成３０年度北海道消防操法訓練大会出場（ポンプ車操法の部・登別温泉分団）

・ネパールでＭ7.8 地震発生

死者約 9,000 人

・鹿児島県永良部島の新山で

噴火

・倶多楽火山が噴火レベルの

適用を開始

・マイナンバー制度開始

・平成２７年国勢調査

人 口 ４９，６２５人

世帯数 ２１，６８１

・台湾南部でＭ6・4地震発生

・熊本地震でＭ6.5 前震、Ｍ

7.3 本震地震発生 死者 50

人

・鳥取でＭ6.6地震発生

・ニユージーランドでＭ7.8

地震発生

九州北部豪雨 大雨特別警

報が発令 死者 37名、行

方不明者 4名家屋に被害

・札幌市の生活困窮者向け

共同住宅で火災が発生、１

１人が死亡。

・大阪で震度６弱

・西日本豪雨、死者２２０

人超



年 代 あ ゆ み 出 来 事

２０１９

(平成３１年・令

和元年)

２０２０

(令和２年)

胆振東部地震 登別市震度５弱

北海道消防広域相互応援協定に基づき厚真町へ救急隊及び支援隊派遣

(９月６日～１０日４日)延べ１１隊４０名派遣

消防署配置の水槽付き消防ポンプ自動車（本署１号車）更新

１１９番通報３者間通訳サービスの運用開始

対応言語：英語 中国語 韓国語 タイ語 ベトナム語 インドネシア語 タガログ語 ネパー

ル語 ポルトガル語 スペイン語 フランス語 ロシア語 ドイツ語 イタリア語 マレー語

ミャンマー語 クメール語（全１７カ国）

鷲別分団長 渋田 徳之氏 「消防庁長官表彰」を授与される

鷲別支署配置の高規格救急車（救急３号車）更新

登別温泉支署と登別支署を統合した消防署東支署を開署（１本部１署２支署体制）

ホイールローダーを購入 東支署に配備

総務省消防庁より、救助資機材・小型ポンプ搭載多機能車（登別分団車）貸与

・胆振東部地震（Ｍ6．7）

厚真町で震度７観測（死者

42名、負傷者 762 名、建

物被害 15､088 棟、北海道

全域停電(ブラックアウ

ト）

・新元号「令和」に改元

・京都府にある京都アニメ

ーションで、放火される事

件が発生 人的被害７１

名、うち３５名が死亡し、

放火事件としては平成期以

降最多の死者数

・消費税が８％から１０％

に引き上げ

・沖縄県・世界文化遺産の

首里城で火災が発生し、正

殿などの主要部分が焼失

・新型コロナウイルスの猛

威により全国の小中学校や

高校などの一斉休校を政府

が要請。東京五輪・パラリ

ンピックについても 1年の

延期が決定した。

・梅雨前線が停滞した影響

により九州を中心に記録的

豪雨が発生した。河川の氾

濫や土砂災害が相次ぎ、７

７人が死亡し２名が行方不

明となった。



年 代 あ ゆ み 出 来 事

２０２１

(令和３年)

２０２２

（令和４年）

２０２３

（令和 5年）

消防署配置の広報車（広報１号車）更新

登別市総合防災総合訓練（幌別西小学校・西陵中学校）

第５０回全国消防救助技術大会出場（東京都）ほふく救出

富浦分団長 小竹 準一 氏 「消防庁長官表彰」を授与される

第５１回全国消防救助技術大会出場（北海道札幌市）ほふく救出

消防署配置のはしご車２６年ぶりの更新

屈折はしご車を配置。

・東日本大震災 10 年

・東京五輪・パラリンピッ

ク開幕

・大阪府大阪市の雑居ビル

において、放火による火災

が発生。死者２６名、負傷

者２名が発生する。

・新潟県村上市にて製菓工

場において、機械からの出

火が原因の火災が発生。

死者６名、負傷者１名が発

生する。

・５月８日新型コロナウィ

ルス感染症が５類へ移行。


